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（原図の出典:厚生労働省）

（原図の出典:消費者庁）

家庭の
浴槽での
溺死者
の推移

降圧剤の使用が増え続け
れば、入浴関連死者数も
増え続ける

（原図の出典
:https://doi.org/10.1016/
j.forsciint.2020.110146）

起立性
低血圧 意識障害

降圧剤の普及が入浴関連死を増やした
入浴に伴って血圧が変動するのは当たり前で
ある。立ち上がる時に必要な血圧が得られない
のは、薬で強引に抑えているからである。

入浴関連死（家庭内溺
死）の件数は、ある時期
から急に増え始めた
（下のグラフ）

その時期は、血圧を下
げるための降圧剤を服
用する人口が増え始め
た時期と一致している
（右上のグラフ）

降圧剤が普及するまでの日本では、何百年もの間、
入浴関連死者の数が大きく増えることは無かった。

1990年代半ばから
降圧剤の服用者が
増え始めた

1990年代半ばから
入浴関連死が急に
増え始めた

増加の一途

増加の一途

<作成：stnv基礎医学研究室>

（原図の出典:医薬ビジランスセンター）


